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＠
貧
血
を
防
ぐ
コ
バ
ル
ト

　
コ
バ
ル
ト
は
主
に
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

の
成
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。欠
乏
す
る

と
悪
性
の
貧
血
に
な
り
ま
す
。

＠
動
脈
を
守
る
ケ
イ
素

　
ケ
イ
素
は
体
内
で
は
皮
膚
に
最
も

多
く
分
布
し
、
爪
、
毛
、
髪
、
そ
し
て
結

合
組
織
、骨
に
も
比
較
的
よ
く
分
布
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、ム
コ
多
糖
類
や
コ
ラ
ー
ゲ
ン
組

織
を
強
靭
に
し
て
い
る
エ
ラ
ス
チ
ン

と
し
て
寄
与
し
て
い
る
た
め
、動
脈
保

護
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。

　
以
上
微
量
元
素
の
こ
と
を
述
べ
て

き
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
の
元
素
は
腸
内

細
菌
が
活
動
し
て
い
く
た
め
に
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
、こ
れ
ら
の
微
量

元
素
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
体
内
に
補
給

さ
れ
て
こ
そ
、腸
内
細
菌
が
喜
ん
で
働

く
こ
と
が
で
き
、必
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

第
５
章
　
元
気
な
お
な
か
づ
く
り

微
量
元
素
と
善
玉
菌
で

　
　
元
気
な
お
な
か
を
つ
く
ろ
う

◎
お
な
か
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー

　
人
は
お
な
か
の
中
に
適
度
な
微
量

元
素
と
多
く
の
善
玉
菌
の
存
在
で
、元

気
な
お
な
か
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
こ
で
は
そ
の
い
く
つ
か
を
紹

介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

﹁
偉
大
な
ヒ
ー
ラ
ー
﹂ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

◎
長
い
根
が
特
長

　
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
多
年
生
の
マ

メ
科
の
植
物
で
、最
近
の
研
究
に
よ
っ

て
多
く
の
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
を

含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。

　
ミ
ネ
ラ
ル

---

鉄
、
マ
ン
ガ
ン
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
、銅
、カ
ル
シ
ウ
ム
、カ
リ
ウ

ム
な
ど
ビ
タ
ミ
ン---

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、Ｂ
、

Ｅ
、Ｋ
、Ｕ

そ
の
他
の
栄
養
素---

タ
ン
パ
ク
質
、葉

緑
素
、カ
ロ
チ
ン
、食
物
せ
ん
い
な
ど

　
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
を
と
る
こ
と
で
、

ビ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
・
微
量
元
素
と
、

緑
黄
色
野
菜
と
変
わ
ら
な
い
た
く
さ

ん
の
栄
養
素
を
補
給
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、著
名
な
生
物
学
者
で
あ

る
フ
ラ
ン
ク
・
ボ
ウ
ア
ー
に
よ
っ
て
、

そ
の
ス
ー
パ
ー
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ぶ
り
が

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。彼
は
ア
ル
フ
ァ
ル

フ
ァ
の
こ
と
を
﹁
偉
大
な
ヒ
ー
ラ
ー
﹂

と
呼
び
ま
し
た
。ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は

ア
ル
カ
リ
度
の
強
い
植
物
で
、葉
緑
素

も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
植

物
の
特
長
は
根
で
、５
〜
10
メ
ー
ト
ル

も
の
根
を
地
中
深
く
に
張
り
巡
ら
し

ま
す
。そ
の
長
大
な
根
が
地
中
深
く
入

り
込
ん
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
・
微
量
元
素
を

と
り
込
ん
で
い
る
の
で
す
。
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細
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微
量
元
素
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働
き
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安
保
先
生
の
体
温
免
疫
力
を
抜
粋
し
て
紹
介

致
し
ま
す
。

第
三
章
　
発
熱
さ
せ
て
病
気
を
治
す

　
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
炎
症
を
抑
え
る
強
力
な
作

用
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
ア
レ
ル
ギ
ー

性
の
病
気
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
副

作
用
も
強
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
を
根

本
的
に
治
す
薬
で
は
な
く
、
皮
膚
の
炎
症
を
改

善
す
る
作
用
が
あ
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ス
テ
ロ

イ
ド
剤
を
対
症
療
法
の
薬
と
し
て
短
期
間
使
用

す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

長
期
間
続
け
て
い
る
と
副
作
用
が
強
く
現
れ
ま

す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
で
、

薬
と
し
て
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
か
ら
合
成
し
て

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
通
常
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
尿
中
に
排
泄
さ

れ
る
の
で
す
が
、
長
い
間
使
用
を
続
け
て
い
る
と

皮
膚
組
織
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
沈
着
し
て
酸
化

変
性
し
て
し
ま
い
、
排
泄
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま

す
。酸
化
変
性
し
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
刺
激
で
、

私
た
ち
の
体
は
交
感
神
経
緊
張
状
態
と
な
り
顆
粒

球
が
増
え
て
、
隙
間
な
く
皮
膚
組
織
に
侵
入
し
炎

症
が
起
き
る
の
で
す
。
原
因
は
違
っ
て
も
炎
症
な

の
で
更
に
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
増
加
し
な
い
と
症
状

は
緩
和
し
な
く
な
り
、
炎
症
が
広
が
り
悪
化
の
一

途
を
た
ど
る
の
で
す
。

　
一
度
長
期
に
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
使
用
し
て
し
ま

う
と
、
止
め
た
と
き
に
強
い
リ
バ
ウ
ン
ド
反
応
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。
リ
バ
ウ
ン
ド
は
再
発
し
た
の

で
は
な
く
、
自
ら
の
手
で
治
そ
う
と
し
て
い
る
証

だ
と
言
う
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
体
を
冷

や
す
と
腫
れ
や
か
ゆ
み
は
一
時
的
に
止
ま
り
ま
す
。

し
か
し
冷
え
に
よ
っ
て
血
行
が
悪
く
な
り
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
排
泄
が
出
来
な
く
な
り
、ス
テ
ロ
イ

ド
か
ら
脱
却
す
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
体
を
温
め
、
免
疫
の
活
性
を
高
め
、

血
流
を
よ
く
し
て
、酸
化
物
質
を
排
除
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。も
し
そ
の
ま
ま
ス
テ
ロ
イ
ド

剤
を
続
け
酸
化
物
質
の
沈
着
が
多
大
な
量
に
な

る
と
、
や
が
て
は
免
疫
力
も
低
下
し
て
、
リ
バ
ウ

ン
ド
さ
え
起
こ
さ
な
く
な
り
ま
す
。

　
ア
ト
ピ
ー
対
策
の
第
一
歩
は
、薬
を
使
っ
て
治

そ
う
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、発
作
が
起
き
な
い

よ
う
に
原
因
を
追
及
し
て
、環
境
を
変
え
て
や
る

こ
と
で
す
。ア
レ
ル
ゲ
ン
に
触
れ
な
い
限
り
症
状

は
現
れ
な
い
の
で
、ア
レ
ル
ゲ
ン
を
特
定
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。水
道
水
の
塩
素
が
原
因

の
ア
ト
ピ
ー
の
人
は
、だ
れ
か
が
入
っ
た
後
に
入

浴
す
れ
ば
、最
初
の
人
に
吸
着
し
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
よ
い
し
、食
べ
慣
れ
な
い
も
の
を
食
べ
て

症
状
が
出
れ
ば
、
そ
の
日
、
目
新
し
く
食
卓
に
上

っ
た
食
品
に
注
意
し
て
そ
の
食
品
を
避
け
る
等

の
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
ダ
ニ
や
ホ
コ
リ
、
花

粉
な
ど
を
身
の
回
り
か
ら
総
て
除
去
す
る
こ
と

は
無
理
で
し
ょ
う
。
ア
ト
ピ
ー
体
質
か
ら
脱
却
す

る
努
力
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
リ

ン
パ
球
過
剰
の
状
態
か
ら
抜
け
出
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
抗
原
が
入
っ
て
き
た
部

分
に
血
流
を
増
や
し
抗
原
を
血
液
で
薄
め
て
し

ま
お
う
と
す
る
反
応
で
す
か
ら
、
血
流
が
多
い
ほ

ど
炎
症
も
軽
く
済
み
ま
す
。

　
冷
や
す
の
は
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
応
急
処

置
に
過
ぎ
ま
せ
ん
、
本
当
の
意
味
で
治
す
に
は
体

を
温
め
血
流
を
よ
く
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
根

本
治
療
と
応
急
処
置
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
て

お
い
て
下
さ
い
。
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監修 / 渡辺孝 

『血液をサラサラにする本』主婦と生活社　参考資料 『血液をサラサラにする本』主婦と生活社　参考資料 

血液が汚れると？ 

12,600円 
（本体12,000円） 

血糖値もサラサラ血液に悪影響 

私達の体のエネルギー源として使われる糖質は穀類、砂糖、イモ類、果物などに多く含まれています。この糖質がグリコーゲン

となって肝臓や筋肉に蓄えられ、必要に応じてブドウ糖となり、血液で全身に運ばれていきます。この血液中のブドウ糖濃度を

血糖値といいますが、この血糖値はいつも変化しています。しかし健康であれば血糖値は一定の範囲内にあります。 

 
血糖値が高いと動脈硬化を促進する 

血糖値が高いと様々な悪影響が出てきます。血液はドロドロとなり、悪玉コレステロールは糖漬け状態で変性し、血管壁に沈着

しやすくなります。更に血液が固まりやすくなるので、血栓が出来やすくなり、また血管そのものも傷つけられてしまいます。高

血糖値の状態は動脈硬化を促進します。 

 
血液が汚れてしまうシンドロームＸ 

シンドロームＸとは、過食・肥満・運動不足・ストレスなどが原因で、すい臓から分泌されるインスリンの働きが悪くなったり、すい臓

がインスリンを過剰に分泌してしまう状態を言います。 

糖尿病・肥満・動脈硬化・高血圧を引き起こし、心筋梗塞や脳卒中といった危険な病気につながっていきます。 

すい臓からのインスリンの 
分泌が追いつかなくなる 

肥満 過食 運動不足 

心筋梗塞・脳卒中 

糖尿病 

すい臓 すい臓はインスリンを更に分泌する 

中性脂肪の増加で肥満の状態に 
変わる善玉コレステロールは低下する 

ナトリウムの排泄障害や交感神経の 
緊張のために血圧が高くなる 

血液中のブドウ糖が 
中性脂肪に変わる インスリンの過剰 

分泌で機能が衰え 
たすい臓 

血糖値が上昇する 

動脈硬化 



おなか快調、頭もスッキリ 

スーパー乳酸菌、 
ビール酵母と 
イチョウの葉エキス配合 

ハーブ＆乳酸菌食品 

自分の身体は自分で守ろう！

　生活習慣病（成人病）：中年、壮年、老年期にかけていろい

ろな病気にかかる率が高くなります。その為に死に至るこ

とも多いのです。その大部分が癌、心疾患、脳血管疾患、高

血圧、高脂血症、糖尿病などの生活習慣病なのです。我が国

の死亡率の６０−７０％を占めるとされています。対策と

して、早期発見、早期治療の二次予防が重視されてきました。

しかし、名前の由来のごとく、日頃の生活習慣から来るも

のが少なくありませんから、若年から生活習慣に注意する

ことが大切です。

早期発見への警告！

　日頃の健康診断で異常がでる。要再検！専門医に相談し

て下さい！血圧、コレステロール、中性脂肪、尿酸、糖など

の値が示されます。

　この時です、長期に飲む予防薬は止めませんか？「薬は

両刃の剣」を思い出してください。副作用で苦しむ例は少

なくありません。

　異常が出たら、生活習慣を見直しましょう。前回、書きま

したが、ポイントは食事と運動そして心です。

食事+サプリメント：

　父は９３歳でロウソクの灯火が消えるごとくに、他界し

ました。難聴、脳梗塞の後遺症で左足が不自由でしたが、お

別れの日まで、頭脳明晰、読む、書く、話すことで周りの者

を幸せにしてくれました。故父は６０歳で脳梗塞で倒れま

した。また、その後、７０歳、８０歳と再発しましたが、７９

歳まで開業医を勤め、寿命の時まで、それなりに元気に生

活することが出来ました。この健康の陰には母の献身的な

努力があったことに疑う余地はありません。

　その１は、ある時から、母自身が車椅子を押し、一緒に自

然を味わい、写真を撮ったりしての散歩です。その２は１

日３食の食事です。３０種前後の材料を使った料理の小皿。

その３にサプリメントです。自ら調製した卵油、黒豆酒、青

汁、アロエ汁、などなどです。

　今、８７歳で連れを送った母は９１歳です。父亡き２年

間の母は病人でした。胃に４０〜５０個のポリープを作っ

たり、点滴で生活する毎日であったりと。私は転職、母と生

活することにしました。食後には、この紙面に紹介されて

いるベーシックセットを飲んでもらいました。半年後位か

ら、台所に立つ母、お庭に出て草花、庭木を手入れする母の

姿、今、家族は感謝の日々を過ごせています。

　母の場合、元々虚弱体質で、若い頃から食事やサプリメ

ントには配慮していました。

　生きる為の大切な事、チョット感じ取って戴けましたか？

“薬のリスク”は今回で終了です。また、何処かで！ありが

とうございました。

薬学博士薬剤師　夏木令子先生

について

ミネラルバランス食品『元祖元素』と乳

酸菌食品『いちょう元気』のＢセットは、

おなかを活きた環境にする三つのパワ

ーで、おなかの健康を維持します。

「いちょう元気」はイチョウの葉エキス・

高濃度乳酸菌（ＢＩＯ株）・ビール酵母

を含みます。

イチョウの葉エキスは血管と血液に効く

薬効成分が凝縮された生薬の働きで、脳

の動脈効果を改善し、毛細血管の血流

を促します。脳の血流が良くなるので

脳の機能が活性化し、頭がスッキリし

ます。また老化や病気の元凶といわれ

ている活性酸素を除去する作用もあり

ます。高濃度乳酸菌（ＢＩＯ株）は人

のおなかに棲んでいる乳酸菌で、病原

菌や腐敗菌の抑制作用・整腸作用にす

ぐれ効果は即効的です。

またビタミンや各種酵素を生産し、腸

内の善玉菌を増強するので、おなかや

血液をきれいにする効果があります。

ビール酵母は現在知られている酵母類

の中でも栄養価が高い食品です。

ビタミン類、ミネラル類、消化酵素、

酸化還元酵素、またたんぱく質の合成

に欠かせない核酸などを非常に多く含

んでいます。

B

リスク の



﹁
運
勢
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吉住　明海
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積
ま
れ
た
の
か
…
』
と
問
う
た
の
で
あ
る
。
袁

了
凡
は
「
子
供
の
頃
、
易
に
て
言
わ
れ
た
と
お

り
の
運
命
の
人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
私
は
五
十
三
歳
で
死
去
す
る
と
か
。

で
す
か
ら
何
の
欲
も
未
練
も
な
い
か
ら
で
し
ょ

う
」
と
答
え
た
。 

　
老
師
は
烈
火
の
ご
と
く
怒
っ
て
「
大
ば
か
者

が
、
運
命
は
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
運
命
の
ま

ま
に
生
き
る
必
要
は
な
い
、
運
命
は
自
分
の
力

で
拓
く
も
の
だ
…
」
と
諭
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

目
覚
め
た
袁
了
凡
さ
ん
、
そ
の
後
、
子
供
は
で

き
る
し
、
七
十
歳
越
え
て
も
元
気
だ
っ
た
と
言

う
…
。 

　
良
い
事
も
辛
い
事
も
、
悲
し
み
も
苦
し
み
も

全
て
自
分
の
人
生
で
あ
る
。
良
き
種
ま
け
ば
、

良
き
実
が
な
り
悪
し
き
種
ま
け
ば
悪
事
が
起
き

る
。
明
々
白
々
の
事
実
な
り
…
　
　
　
　
合
掌 

　
『
運
命
鑑
定
』
な
ど
と
、
他
人
の
人
生
の
事

を
何
か
と
物
申
す
。
訊
ね
る
方
も
ど
う
か
と
思

う
。
昔
か
ら
当
た
る
も
八
卦
、
当
た
ら
ず
と
も

八
卦
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
程
度
の
も
の
で
あ

る
…
。 

　
袁
了
凡（
え
ん
り
ょ
う
ぼ
ん
）の
話
が
面
白
い
。

い
ま
か
ら
四
百
年
ほ
ど
前
の
中
国
は
『
明
』
の

時
代
の
事
で
あ
る
。
袁
了
凡
が
子
供
の
頃
、
易

学
の
大
家
と
い
う
老
人
が
、
彼
の
将
来
を
運
命

鑑
定
す
る
の
で
あ
る
。 

　
何
歳
で
科
挙
の
試
験
に
何
番
で
合
格
し
、
何

歳
で
官
史
と
し
て
出
世
し
て
、
ど
ん
な
役
職
や

地
位
に
昇
る
の
か
言
っ
た
の
で
あ
る
。
果
た
し

て
全
く
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。
あ
る
時
、
座
禅

を
組
ん
で
い
る
と
、
老
師
が
そ
の
姿
を
見
て
驚

い
た
。
『
一
点
の
曇
り
も
迷
い
も
な
い
、
立
派

な
禅
を
組
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
何
処
で
修
行
を 

① 

② 

かぁーっ！
 

かぁーっ！
 

ニンニクパワーがプラスされたCセット！ 

C
アルファルファとニンニクのＷパワーで体に喝！アルファルファとニンニクのＷパワーで体に喝！アルファルファとニンニクのＷパワーで体に喝！

12,600円 
（本体12,000円） 



先日、義妹に子供が生まれました!!新生児って本当にかわいいですね。自分の時はおっぱいをやったり、オムツを替えたりと初めてのことで余裕

が無かったけど、こんなにかわいかったんだなーとしみじみ感じています!!

■編集後記 

元気満まん堂では、元気満まん堂商品（各セット）のご愛用後の体験談の寄稿を募集しております。 
なお、体験談をお寄せいただいた会員様には、お礼と致しまして、ご希望のお試しセット（Aセット又はBセット）５セットを送らせ
ていただきます。何卒よろしくお願い致します。 

おなかいきいき健康クラブからのお知らせ 

（入会金　無料） 

会員特典 1）6ケ月継続購入すると2,000円獲得。 
2）エコシールを6枚集めると2,000円獲得。 
3)2人以上会員を紹介することで感謝ポイントが 
　貯まり、各種ボーナスを受け取ることができます。 

会員特典 

元気満まん堂 会員 元気満まん堂 フリー会員 

会員制度のご案内 2005年 

元気満まん堂の商品購入には2つの会員システムがあります。 

定期お届けで注文忘れがありません 
あなたに合った良い商品こそ継続が大切です。 

いつでも好きなときにご注文 

「注文書兼フリー会員申込書」に必要事項をご記
入頂ければ、いつでもご入り用の時に「おなかい
きいき健康法ベーシックセット」をご購入頂く
ことができます。 

●元気満まん堂ベーシックセット6ヶ月分代金前払いの方、又は銀行、郵便局自動引き落としの方は送料が無料になります。ご希
　望の方はTELまたはFAXで元気満まん堂までお申し込みください。 
●おなかいきいき健康クラブ体験談 

　皆様の体験談を小冊子にさせていただきました。只今無料にてお渡しいたしておりますので、ご希望の方は元気満まん堂まで
　お知らせ下さい。 

ちょう元気なっときなの乳酸菌!! 
乳酸菌はどれも同じ、どれも良いとは限りません。乳酸菌は
数百種類を超えます。これは、味や香りを追求し、食品とし
て追及してきたからです。 
味を追求したうまみを出す品種もあれば薬として使われてい
る品種もあります。どの品種を選ぶかは重要な問題です。 

ちょう元気なっときなの乳酸菌の特徴 

1.人のおなかに住む乳酸菌 
2.乳酸菌が作りだしたたくさんの酵素やビタミンなども乳酸
　菌と一緒に閉じ込めました。 
3.一般の乳酸菌と違い、胃酸にやられること無く生きたまま
　腸にたどり着く。 
4.腸の中でおきる異常な醗酵やその他、０－１５７のような
　病原菌の活動を抑える。 
5.腸の中に入ってきた腐敗菌も活動させません。 
6.乳酸菌の中でも最も優れた安定性の高い乳酸菌で、腸にた
　どり着くと増える。 
7.口臭の原因でもある口内の歯周病菌等（有害菌）の抑制等
　にも役立つ。 
8.免疫力を高める 
9.小児の成長を促進し、成人の老化を防止。 

 
ご案内 

お知らせ 

お願い 

★お申込み、お問い合わせ先／元気満まん堂　 TEL092-674-4545　FAX092-661-1051

会員さんの伝言掲示板 

 

鶏肉が危ない!! 

最近、ビックリする情報を聞きました。私たちがよ

くから揚げなどで食べている鶏は、生後半年ぐらい

で大きくなります。しかし、店頭で売られている鶏

肉は、生後55日で成長し、出荷するそうです。し

かし、この鶏たちは日光を当てずに、24時間起こ

しっぱなしでホルモン剤や抗生物質がたくさん入っ

た餌をタップリと与えるため55日で出荷。さらに

ショッキングなことに、55日を過ぎるとパンパン

に膨れ上がってストレスのため死んでしまうそうで

す･ ･ ･。鶏肉を食べる時には、是非地鶏を！ブロ

イラーよりも飼育面で基準が厳しいそうです。しか

し知らず知らずの間にどんなものが私たちの口に入

っているのかわかりませんね。まずは私たち消費者

が賢くならないといけませんね!


